
（１）

愛愛知知県県へへのの要要請請事事項項
� 関係機関との連絡、協議を密にして抜本的対策をこうじること。
とりわけ、中高年の深刻な失業実態の解決、高校・大学卒業者の
就職については最大限の施策をこうじること。

� 地場・中小零細企業の経営の安定のために国や自治体による官公
需の拡大を図ること。大型公共事業でなく、生活密着型事業のた
めに国及び県の予算を投入すること。

� 雇用安定のために企業が果たす社会的責任を明確にし、リストラ
「合理化」・人減らしをしないようにすること。そのために、各
企業に対して強力な要請・指導をすること。自治体業務の民間委
託と住民サービスを低下させる行政の切り捨てをしないこと。
また、県独自の雇用創出事業を実施すること。

� 失業中の生活を保障するための雇用保険制度の改善をすること。
そのために、関係行政機関へはたらきかけること。

� 雇用の安定と労働行政の充実のために職員を緊急に増員するこ
と。

� 労働時間短縮、週休二日制の完全実施、年次休暇の完全取得など
による雇用創出をはかること。サービス残業をなくさせること。
そのために、企業に対して強力な指導をすること。

� 企業の解雇を規制するための立法措置を含めた検討を行なうこ
と。

	 金融機関の貸し渋り、貸し出し拒否や無理な返済計画の押しつけ
などをしないよう指導・要請すること。


 愛知県労働組合総連合や愛知県労働組合総連合加盟組織が発行し
ている「労働相談１１０番」のビラ・資料を県の各庁舎に置かせて
いただくこと。
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６月１７日、愛知県へ緊急要請した

全
国
一
般
愛
知
地
本
で
は
、

解
雇
や
リ
ス
ト
ラ
な
ど
が
多
発

し
て
お
り
、
こ
れ
を
打
開
し
よ

う
と
「
６
・
１６
リ
ス
ト
ラ
・
解

雇
を
許
さ
な
い
総
決
起
集
会
」

を
開
き
ま
し
た
。

�
ク
ス
ダ
は
老
舗
の
事
務
機

商
社
で
す
が
、
長
期
不
況
の
中

で
販
売
不
振
が
続
き
、
六
月
一

日
に
突
然
大
阪
地
方
裁
判
所
に

破
産
申
告
を
お
こ
な
い
、
ク
ス

ダ
と
全
国
の
関
連
会
社

で
働
く
二
二
〇
名
の
労
働

者
を
一
方
的
に
解
雇
し
ま
し

た
。自

己
破
産
は
、
三
和
銀
行
の

強
引
な
債
権
回
収
と
楠
田
一
族

の
資
産
隠
し
に
よ
る
も
の
で
、

ク
ス
ダ
・
コ
ダ
ッ
ク
労
働
組
合

は
、
会
社
再
建
、
退
職
金
確
保

な
ど
の
要
求
を
掲
げ
た
た
か
っ

て
い
ま
す
。

名
古
屋
支
部
執
行
委
員
の
都

築
さ
ん
は
、
寝
耳
に
水
の
解
雇

に
、
「
不
当
な
自
己
破
産
・
全

員
解
雇
は
絶
対
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。
ク
ス
ダ
は
、
旧
経
営
陣
の

責
任
で
雇
用
を
確
保
す
べ
き
で

す
。
労
働
組
合
は
全
従
業
員
に

組
合
に
入
っ
て
一
緒
に
た
た
か

お
う
と
訴
え
、
職
場
で
は
い
ま

管
理
職
や
未
加
入
者
が
続
々
と

組
合
に
加
入
し
て
き
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
従
業
員
の
生
活

を
守
る
た
め
に
勝
利
す
る
ま
で

た
た
か
い
ぬ
き
ま
す
」
と
決
意

し
て
い
ま
す
。

木
村
電
熔
機
が

雇雇
用用
守守
れれ
とと

組組
合合
結結
成成

こ
の
四
年
間
で
賃
上
げ
は
ゼ

ロ
、
賞
与
も
減
額
で
支
払
い
は

遅
延
つ
づ
き
、
サ
ー
ビ
ス
残
業

の
横
行
な
ど
賃
金
や
労
働
条
件

の
悪
化
。
会
社
は
借
入
金
が
多

く
労
働
者
に
経
営
方
針
の
説
明

も
な
く
将
来
が
不
安
だ
。

こ
ん
な
状
況
を
解
決
し
た
い

と
全
国
一
般
に
相
談
し
て
い
た

木
村
電
熔
器
の
仲
間
が
六
月
二

一
日
に
労
働
組
合
を
結
成
し
ま

し
た
。
結
成
大
会
で
は
、
愛
労

連
や
全
国
一
般
の
多
く
の
仲
間

か
ら
祝
福
を
受
け
、
毛
利
佐
市

委
員
長
は
、
「
仲
間
と
力
を
合

わ
せ
、
安
心
し
て
働
け
る
職
場

づ
く
り
に
、
が
ん
ば
り
た
い
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

全
国
一
般
ク
ス
ダ
・
コ
ダ
ッ
ク
労
組

あ
る
日
突
然
、全
員
解
雇

●７／２１～７／２６まで愛知
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名
古
屋
中
公
共

職
業
安
定
所
で

は
、
少
し
で
も
条

件
の
い
い
職
が
な

い
か
と
、
毎
朝
求

職
者
は
職
安
が
開

く
前
か
ら
二
十
人

ほ
ど
並
び
ま
す
。

中
職
安
の
管
内
で

も
今
年
に
入
り
会

社
倒
産
や
リ
ス
ト

ラ
が
急
増
し
、
四

十
代
か
ら
五
十
代

の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ

ー
の
求
職
者
が
激

増
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
四
十
代
か
ら
の
有
効

求
人
倍
率
は
激
減
、
六
〇
歳
以

上
に
な
る
と
ピ
タ
リ
と
な
く
な

る
状
況
で
す
。（
四
五
〜
四
九
歳

は
〇
・
五
五
、
六
〇
〜
六
四
歳

は
〇
・
〇
八
、
五
月
）

Ａ
さ
ん
（
五
〇
歳
前
後
）は
、

会
社
が
倒
産
し
毎
日
職
安
が
よ

い
で
す
が
、
思
う
よ
う
な
仕
事

が
あ
り
ま
せ
ん
。
募
集
条
件
は

以
前
勤
め
て
い
た
賃
金
の
三
割

〜
四
割
ダ
ウ
ン
か
そ
れ
以
下
の

と
こ
ろ
ば
か
り
。
「
当
面
は
失

業
保
険
を
給
付
期
間
ギ
リ
ギ
リ

ま
で
も
ら
い
、
そ
の
間
に
ど
こ

か
見
つ
け
よ
う
と
思
っ
て
い
る

が
、
見
通
し
は
暗
い
」
と
い
い

ま
す
。
ま
た
、
ご
近
所
の
手
前

失
業
中
と
言
え
ず
、
ネ
ク
タ
イ

に
背
広
姿
で
毎
日
職
安
に
通
っ

て
時
間
を
つ
ぶ
し
て
い
る
と
い

い
ま
す
。

中
区
の
あ
る
会
社
に
は
募
集

一
人
の
と
こ
ろ
に
三
〇
人
も
殺

到
し
た
が
、
そ
れ
で
も
募
集
を

続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
企
業

の
買
い
手
市
場
で
求
職
者
は
足

下
を
見
ら
れ
て
い
る
状
況
で

す
。総

務
庁
発
表
の
労
働
力
調
査

結
果
で
も
、
一
家
の
大
黒
柱
で

あ
る
世
帯
主
の
失
業
が
目
立
っ

て
お
り
、
事
態
は
本
当
に
深
刻

で
す
。

消
費
税
を
三
％
に
戻
し
国
民

の
消
費
・
購
買
力
を
た
か
め
る

こ
と
な
ど
が
不
況
克
服
の
道
で

す
。
ま
た
、
大
企
業
の
労
働
者

い
じ
め
、
中
小
下
請
け
業
者
い

じ
め
に
歯
止
め
を
か
け
る
。
サ

ー
ビ
ス
残
業
を
な
く
し
、
労
働

時
間
短
縮
な
ど
で
雇
用
創
出
、

解
雇
規
制
法
の
制
定
が
急
が
れ

ま
す
。

愛
労
連
は
六
月
十
七
日
、
完

全
失
業
率
が
四
・
一
％
を
越
え

雇
用
確
保
が
緊
急
か
つ
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
も
と

で
、
愛
知
県
、
中
部
通
産
局
、

労
働
基
準
局
に
「
雇
用
確
保
の

た
め
の
緊
急
要
請
」
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
こ
の
緊
急
要
請
に

は
愛
労
連
議
長
を
は
じ
め
と
し

て
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
愛

知
県
で
は
労
働
部
が
対
応
し
ま

し
た
。

要
請
の
中
で
、
雇
用
が
非
常

に
悪
化
し
て
い
る
認
識
の
も
と

で
、
県
独
自
で
も
企
業
に
出
向

き
、
求
人
対
策
を
実
施
し
て
き

た
。
さ
ら
に
国
か
ら
求
人
開
拓

推
進
職
員
十
人
の
予
算
が
つ
い

た
の
で
、
中
高
年
や
ホ
ワ
イ
ト

カ
ラ
ー
の
求
人
要
請
を
中
心
に

会
社
訪
問
や
電
話
で
求
人
開
拓

を
す
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に

さ
れ
ま
し
た
。

愛
労
連
は
今
後
も
各
行
政
機

関
に
申
し
入
れ
を
す
る
予
定
で

す
。

緊
急
要
請
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雇
用
確
保
の
た
め
の

消消
費費
税税
３３
％％
にに
戻戻
しし

不不
況況
打打
開開
でで

自自民民党党政政治治
のの中中でで

失失業業者者２２９９３３
万万人人

愛
知
県
や

通
産
局
へ

緊緊
急急
要要
請請

愛知の有効求人倍率も
どんどんへって０．６４倍（５月）

許せん�
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８
月
４
〜
６
日

世
界
大
会
・
広
島

８
・
９
日

長
崎
大
会

原原
水水
爆爆
禁禁
止止
''９９８８
年年
世世
界界
大大
会会

１９９８年７月５日

核
兵
器
の
な
い
２１
世
紀
へ

前前愛愛労労連連議議長長 井井上上利利雄雄 シシリリーーズズ４４

愛愛労労連連結結成成ままでで

愛 労 連

愛
知
県
の
平
和
行
進
は
、
五

月
三
〇
日
の
小
牧
基
地
包
囲
平

和
行
進
と
あ
わ
せ
、
六
月
十
一

日
ま
で
の
十
二
日
間
、
延
べ
六

千
四
百
名
の
参
加
者
で
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
最
大
の
特
徴
は
、
イ

ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
核
実
験

に
対
し
て
、
怒
り
と
抗
議
の
声

が
行
く
先
々
で
出
さ
れ
た
こ
と

で
し
た
。

訪
問
し
た
自
治
体
の
ほ
と
ん

ど
の
と
こ
ろ
で
、
核
実
験
に
対

す
る
抗
議
や
中
止
の
意
見
書
が

出
さ
れ
、
全
面
的
廃
絶
の
方
向

が
す
べ
て
の
意
見
書
の
な
か
に

盛
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
七
市
町

村
の
首
長
や
関
係
者
が
、
少
し

の
距
離
で
す
が
行
進
に
参
加
し

ま
し
た
。
こ
の
特
徴
は
沿
道
の

人
た
ち
か
ら
も
行
進
団
に
伝
わ

り
、
核
兵
器
廃
絶
の
国
際
署
名

が
六
千
百
八
十
三
筆
も
行
進
中

に
集
ま
り
、
高
校
生
を
中
心
に

若
い
人
の
飛
び
入
り
行
進
が
二

つ
の
コ
ー
ス
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
行
進
参
加
の
感
想
文

に
「
核
実
験
抗
議
」
「
核
廃

絶
」
の
声
が
多
数
記
入
さ
れ
て

ま
し
た
。

こ
の
核
廃
絶
の
思
い
は
、
八

月
六
日
〜
九
日
に
開
催
さ
れ
る

９８
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
全

国
十
一
の
平
和
行
進

幹
線
か
ら
、
大
き
な

川
の
流
れ
と
な
っ
て

集
ま
る
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
国
際
的
潮
流

も
合
流
し
、
核
廃
絶

の
道
筋
が
明
ら
か
に

な
る
と
確
信
し
ま

す
。

年
金
者
組
合

西
岡

久
男

新
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
具

体
化
と
し
て
国
会
に
出
さ
れ
た

法
案
は
、「
周
辺
事
態
�
戦
争
」

が
起
こ
っ
た
と
き
「
日
本
の
安

全
や
防
衛
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ

軍
や
自
衛
隊
が
何
か
す
る
」
の

で
は
な
く
、
日
本
が
攻
撃
を
受

け
て
い
な
く
て
も
、
ア
メ
リ
カ

が
起
こ
す
戦
争
に
自
動
的
に
参

戦
し
て
い
く
も
の
で
す
。

「
周
辺
事
態
�
戦
争
」
が
発

生
し
た
か
ど
う
か
決
め
る
の
は

ア
メ
リ
カ
で
、
日
本
は
「
周
辺

事
態
」
の
判
断
も
せ
ず
に
、
軍

事
行
動
に
参
戦
す
る
こ
と
に
な

り
、
国
会
へ
は
事
後
報
告
で
よ

く
、
国
民
が
知
ら
な
い
う
ち
に

参
戦
す
る
た
い
へ
ん
危
険
な
法

案
で
す
。

自自
衛衛
隊隊
もも
民民
間間
もも

後後
方方
支支
援援
活活
動動

日
本
は
戦
争
を
お
こ
な
う
米

軍
の
活
動
に
対
し
て
、
米
兵
や

武
器
・
弾
薬
の
輸
送
や
補
給
、

航
空
機
の
修
理
、
傷
病
兵
の
治

療
な
ど
提
供
す
る
こ
と
に
な

り
、
自
衛
隊
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
民
間
空
港
、
港
湾
の
米
軍
利

用
や
自
治
体
職
員
、
民
間
人
も

協
力
対
象
に
な
り
ま
す
。
し
か

も
、
「
要
請
に
従
わ
な
い
場
合

は
違
法
な
状
態
」
と
し
て
事
実

上
「
協
力
」
を
義
務
づ
け
て
い

ま
す
。小小

牧牧
空空
港港
もも

名名
古古
屋屋
港港
もも

自
衛
隊
小
牧
基
地
に
隣
接
す

る
小
牧
空
港
は
後
方
支
援
基
地

と
し
て
、
有
事
に
は
民
間
機
の

離
発
着
は
禁
止
さ
れ
自
衛
隊
や

米
軍
の
専
用
航
路
に
な
り
ま

す
。
利
用
者
の
制
限
は
も
ち
ろ

ん
、
空
港
周
辺
で
は
事
故
や
夜

間
離
発
着
や
低
空
飛
行
な
ど
住

民
へ
の
公
害
や
安
全
、
治
安
な

ど
問
題
が
山
積
し
ま
す
。
（
全

運
輸
中
部
航
空
支
部
名
古
屋
分

会
）医

療
の
分
野
で
は
、
医
療
機

器
や
薬
の
提
供
は
も
ち
ろ
ん
、

負
傷
し
た
米
兵
を
国
立
病
院
や

日
赤
病
院
、
さ
ら
に
は
自
治
体

や
民
間
の
病
院
で
優
先
的
に
治

療
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

全
港
湾
名
古
屋
支
部
の
篠
原

俊
彦
書
記
長
は
、
「
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
や
湾
岸
戦
争
の
時
も
そ
う

で
し
た
が
、
近
く
に
は
三
菱
航

空
機
や
三
菱
自
動
車
な
ど
軍
需

産
業
が
あ
り
、
後
方
支
援
活
動

と
し
て
、
兵
器
な
ど
の
軍
需
物

資
を
名
古
屋
港
で
積
込
む
で
し

ょ
う
。
商
業
港
と
し
て
の
港
が

軍
事
利
用
さ
れ
る
の
は
ま
っ
ぴ

ら
で
す
。
港
で
は
「
新
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
反
対
港
連
絡
会
を
」
結

成
し
、
運
動
を
広
げ
て
き
ま
し

た
。
今
後
さ
ら
に
強
め
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

県
下
で
は
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

関
連
法
阻
止
の
運
動
を
広
げ
る

「
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
そ
の
立

法
に
反
対
す
る
愛
知
県
連
絡

会
」
が
七
月
二
十
二
日
に
女
性

会
館
で
結
成
さ
れ
ま
す
。

自
衛
隊
艦
船
が
横
づ
け
さ
れ
た
蒲
郡
港

政
府
は
新
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
）
を
発
動
す
る
た
め
の

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
関
連
法
案
を
四
月
二
八
日
に
国
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
が
決
め
た
戦
争
に
自
衛
隊
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
民
間
や
自
治
体
を
協
力
さ
せ
る

周
辺
事
態
措
置
法
や
、
邦
人
救
出
を
名
目
に
自
衛
隊
を
海
外
に
派
兵
で
き
る
自
衛
隊
改
悪
法

な
ど
「
対
米
」
協
力
を
義
務
づ
け
、
日
本
を
ま
る
ご
と
戦
争
に
参
戦
さ
せ
る
大
変
危
険
な
法

律
案
で
す
。
次
期
国
会
で
審
議
さ
れ
る
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
関
連
法
案
を
廃
案
に
す
る
た
め
に

運
動
を
大
き
く
広
げ
る
こ
と
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。
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（２）

たた
たた
かか
うう
メメ
ーー
デデ
ーー
のの

白
川
公
園
に
一
万
人
も
の

人
が
集
っ
た
第
六
九
回
愛
知

県
中
央
メ
ー
デ
ー
は
、
橋
本

内
閣
の
悪
政
へ
の
反
撃
が
広

が
る
中
、
国
民
の
要
求
を
総

結
集
し
働
く
人
々
の
団
結
の

力
と
連
帯
の
意
志
を
力
強
く

し
め
し
ま
し
た
。

愛
知
県
中
央
メ
ー
デ
ー
が

「
白
川
メ
ー
デ
ー
」
と
し
て

マ
ス
コ
ミ
に
報
道
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
九
〇
年
か

ら
で
す
。

こ
の
背
景
に
は
、

「
連
合
」
結
成
に
至

る
労
働
戦
線
の
右
翼

的
再
編
、
分
裂
策
動

の
中
、
愛
労
連
と
愛

知
春
闘
懇
が
闘
う
メ

ー
デ
ー
の
継
承
・
発

展
を
さ
せ
よ
う
と
呼

び
か
け
、
メ
ー
デ
ー

を
お
こ
な
う
よ
う
に

な
っ
た
か
ら
で
す
。

戦
後
の
メ
ー
デ
ー

は
、
一
九
四
六
年
五

月
一
日
、
第
一
七
回

メ
ー
デ
ー
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
時
以

来
実
行
委
員
会
方
式
が
と
ら

れ
、
参
加
団
体
の
満
場
一
致

制
と
い
う
す
ば
ら
し
い
統
一

の
精
神
、
共
闘
組
織
の
運
営

の
原
則
に
よ
っ
て
全
国
的
に

統
一
メ
ー
デ
ー
を
成
功
さ
せ

て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
「
同
盟
」
の
メ

ー
デ
ー
の
近
代
化
の
提
唱
に

よ
り
、
メ
ー
デ
ー
ス
ロ
ー
ガ

ン
か
ら
、
「
生
活
と
権
利
を

削
除
す
る
。
政
党
を
排
除
す

る
」
な
ど
の
策
動
が
さ
れ
、
八

九
年
に
は
「
連
合
」
が
メ
ー
デ

ー
実
行
委
員
会
に
多
数
決
制
を

持
ち
込
み
分
裂
を
強
行
し
ま
し

た
。
こ
こ
に
至
っ
て
八
九
年
以

降
、
全
労
連
を
始
め
広
範
な
民

主
勢
力
は
新
し
く
実
行
委
員
会

を
結
成
し
、
そ
の
も
と
に
五
月

一
日
、
国
際
連
帯
と
日
本
の
メ

ー
デ
ー
の
積
極
的
伝
統
を
受
け

継
ぎ
、
た
た
か
う
メ
ー
デ
ー
を

発
展
さ
せ
て
き
ま
し

た
。
白
川
メ
ー
デ
ー
も

こ
の
一
翼
を
担
う
も
の

で
す
。
一
方
、
「
連

合
」
メ
ー
デ
ー
は
、
首

長
や
大
臣
を
招
く
役
員

だ
け
の
式
典
、
集
会
や

デ
モ
は
や
め
体
育
祭
な

ど
の
お
祭
り
メ
ー
デ
ー

で
し
た
。

と
こ
ろ
が
今
年
は
こ

う
し
た
こ
と
へ
の
労
働

者
の
怒
り
の
声
を
無
視

で
き
ず
、
労
基
法
改
悪

に
反
対
す
る
七
年
ぶ
り

の
デ
モ
行
進
を
復
活
さ

せ
、
た
た
か
う
「
メ
ー
デ
ー
」

を
位
置
づ
け
る
新
た
な
変
化
が

あ
り
ま
し
た
。

白
川
メ
ー
デ
ー
は
今
回
新
た

に
「
中
立
」
を
加
え
、
「
働
く

も
の
の
団
結
で
生
活
と
権
利
を

守
り
、
平
和
と
民
主
主
義
、
中

立
の
日
本
を
め
ざ
そ
う
」
と
二

一
世
紀
に
向
け
て
安
保
条
約
を

な
く
し
、
中
立
の
日
本
を
め
ざ

す
た
た
か
い
の
方
向
を
明
ら
か

に
し
ま
し
ま
し
た
。

民民
間間
�
公公
務務
員員
��

内 容
給水、給油、食事の提供、これらに類する物品・役務の提供

米兵、物品（武器・弾薬を含む）の輸送、輸送用資材の提供、これらに類する物品・役務の提供
修理・整備、修理・整備用機器、部品、構成品の提供、これらに類する物品・役務の提供
傷病兵に対する医療、衛生機具の提供、これらに類する物品・役務の提供
通信設備の利用、通信機器の提供、これらに類する物品・役務の提供
航空機の離発着、船舶の出入港に対する支援、積み倒し作業、これらに類する物品・役務の提供

廃棄物の収集・処理、給電、これらに類する物品・役務の提供

種 類

補 給

輸 送

修 理 ・
整 備

医 療

通 信

空 港 ・
港湾業務

基地業務

許
す
な
�

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
関
連
法

「周辺事態法案」で日本が実施する米軍への後方支援

平平和和行行進進、、怒怒りりとと抗抗議議のの声声
核廃絶しかない�


